
持続的成長に向けて「セコムグループ ロードマップ2027」を策定

2023年5月、セコムは今後5年間にめざすべき方向性をステークホルダーの皆様と共

有すべく「セコムグループ ロードマップ2027」を策定しました。近年における社会の変化

は著しく、テクノロジーがめざましく進化する一方で、国内では労働力人口減少や高齢

化、体感治安の悪化が見られており、自然災害の頻発化・激甚化、世界的なインフレの進

行など、多くの社会課題が深刻化しています。

セコムは、こうした課題から生じる様々なニーズを的確にとらえ、多種多様なパート

ナーとのオープンイノベーションを今後も推進しながら、新たなサービスとして提供して

いくことで、あらゆる場面でも確かな「安全・安心」を提供すると同時に社会課題の解決

にも貢献し、社会とともに持続的成長をめざしたいと考えています。

「セコムグループ ロードマップ2027」における具体的な取り組み

新たなロードマップでは、セコムが培ってきた高度な技術と豊富なノウハウを生かして

あらゆる場面での「安全・安心」の提供をめざし、5つの重点施策に取り組んでいきます。

Road Map 2027 ー高度な技術と豊富なノウハウを活かし、あらゆる場面での安全・安心を提供ー

重点施策 今後の取り組み

見守り・
セキュリティ

セキュリティを中心とする新たなサービス・ソリューションの提供
• みまもりクラウドを活用し、様々な情報を連携することで、切れ目のないみまもりを実現
• 堅牢なセキュリティとオープンなクラウドを融合させたビジネスインフラへの進化

海外
市場拡大が見込まれる海外市場で更なる成長を実現
• セキュリティ・メディカル分野における既存ビジネスの深耕
• 未進出地域・新規分野における新たな事業ポートフォリオの拡大を推進

BPO・ICT
お客様の事業運営を支えるインフラ基盤を提供
• サービス提供基盤としてのデータセンターやネットワークの拡充
• 円滑な事業運営を支える各種ソリューションの拡充、BPOサービスの提供

生産性
向上

サービス価値の最大化と業務効率化を通じて生産性向上を推進
• これら重点施策の実行により、新たなサービスを次々と提供し、サービス価値を最大化
• 最新の技術を活用しながら、社員一人ひとりのポテンシャルを引き出し、業務効率を向上

ステーク
ホルダー

ステークホルダーから選ばれ続ける会社づくりを推進
• 従業員エンゲージメント向上等の環境整備を通じ、人財の確保・育成を継続的に推進
• 全てのステークホルダーから信頼される存在になるためのサステナビリティ活動の推進

「セコムグループ ロードマップ2022」の振り返り

「セコムグループ2030年ビジョン」の実現に向けて、

2019年3月期から2023年3月期の5カ年は、「セコムグルー

プ ロードマップ2022」に沿った取り組みを進めてきまし

た。テクノロジーの進化と労働力人口の減少への対応を優

先課題と位置づけ、人とシステムへの集中投資をはじめ中

長期目線で適切なリターンが期待できる必要な投資を実行

するとともに、各課題から高まるニーズを先取りし事業機

会につなげました。この5年間で実績は着実に積み上がり、

今後の成長基盤が整ってきました。主な取り組みは次の通

りです。

まず、事業所向けにシステムセキュリティ「AZ」シリーズを

提供開始しました。「AZ」シリーズは防犯・火災監視だけで

なく、様々な機能をオールインワンで提供できるプラット

フォームのようなシステムです。併せて、事業所向けセキュ

リティと親和性の高いHRテックサービス（勤怠管理等）の

強化と連携機能の拡充を図りました。一方、ホームセキュリ

ティのご契約先向けに、クラウドを活用しアプリを連携させ

た「安否みまもりサービス」の提供を開始したほか、「Apple 

Watch」と「iPhone」向けのアプリを配信し利便性を向上す

るなど、他社デバイスとの連携も強化しました。

海外事業においては、2019年にトルコに進出したほか、

タイではASEANイノベーションセンターを開設し市場ニー

ズに合ったシステムを投入するとともに、広告宣伝を開始

するなど、現地に根づいたビジネスを本格的にスタートさ

せました。

セコムが重視している人への投資では、ベースアップをは

じめとする従業員還元の強化を図ったほか、働きやすい職

場環境づくりを推進するなど、従業員エンゲージメントの

向上に努めました。

さらに、事業ポートフォリオの最適化を推進しました。上

場子会社だったセコム上信越を2021年11月に完全子会社

化したことに加えて、セキュリティサービス事業の拡大に向

けて2022年7月にセノンがセコムグループに加わりました。

国内セキュリティや見守り、海外セキュリティ、BPO・ICT

を中心とする新たなサービスの提供や社内施策の実施によ

り、成長基盤の構築が大きく進展した5カ年となりました。

セコムグループ ロードマップ2027
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みまもりサービスのさらなる進化

AIや5G、クラウドといった技術を活用し、セキュリティを

中心とする新たなサービス・ソリューションを提供します。

家庭向けでは、ホームセキュリティとみまもりクラウドを

連携させることで、ご利用者を切れ目なく見守り、家族や介

護事業者などに向けた様々なサービス展開を進め、日常生

活のあらゆる場面で「安心」を提供していきます。

堅牢なセキュリティとオープンなクラウドの融合

事業所向けでは、システムセキュリティ「AZ」を軸にオープ

ンなクラウドサービスとの融合により、お客様の事業運営

を支えるビジネスインフラへとサービスを進化させていき

ます。 

警備業界のDXを推進

セコムのシステムやノウハウを、想いを共にする業界各社

へ提供することで警備DXを推進、ひいては地域や社会全体

の「安全・安心」の品質向上を牽引していきます。

最近の取り組み

  クラウド・アプリ連携による「安否みまもりサービス」（2021/6開始）
P35

  「Apple Watch」との連携：「SECOMカンタービレ」アプリの配信
（2022/2開始） P35

  ロボットを使ったシニア向けのコミュニケーションサービス「あのね」
（2023/4開始） P35

  「Apple Watch」の転倒検出機能と連携、日常の健康管理もサポート
する｢YORiSOS｣アプリを配信（2023/4開始） P35

最近の取り組み

  中小規模の店舗・オフィス向けシステムセキュリティ｢AZ-Air｣
（2022/7開始） P34

  大規模施設にも対応した入退室管理システム ｢AZ-Access｣
（2023/5開始） P34

  カメラ映像を業務効率化に活用した店舗管理向けウェブサービス
「dot-i」(2023/7開始) P34

最近の取り組み

  セキュリティロボット「cocobo」や「バーチャル警備システム」
（2022/1開始）
  セノンのグループ入り（2022/7）

安全商品のSaaS化

オンライン・セキュリティシステムを補完する安全商品を、セコムのノウハウを生かした安全・高度・シンプルな「クラウド時

代のサービス」へと進化させていきます。

見守り・セキュリティの進化1

想いを共にする業界各社のDXを推進 警備DX Supported by
SECOM

最新技術を活用したセコムのセキュリティシステム

日々の生活に寄り添い、自然に見守るサービス

サービスの基盤となる「AZ」

ご家族・関係者との連携

共想パートナー
との連携

• 高精度で自然なセンシング、日常的に利用する様々なデバイスとのリンク

• オンライン監視サービスや建物入退管理、画像記録等を一元的に統合
• 多様な操作デバイスとのリンク・AIの実装等、進化を継続

常駐警備 設備管理イベント警備 貴重品輸送

よりオープンな体制で提供

PCやスマホ等、あらゆるデバイスを通じて
インタラクティブなサービスを提供

パーソナル
モビリティ

ウェアラブル
デバイス

情報処理 ロボティクス ビデオマネジメント
システム

データセンター

画像管理クラウドサービス
Video Surveillance as a Service (VSaaS)

カメラの映像と検知イベントを管理する
クラウドサービスの提供

IoTクラウドサービス
IoT as a Service (IoTaaS)

あらゆる設備にセット可能なIoT端末に、
通信環境とUIをセットで提供

入退管理クラウドサービス
Access Control as a Service (ACaaS)

アクセス権限の制御と入退記録、画像保存を
一元的にクラウドで提供

来店
管制システム

入退権限 入退履歴
AIイベント検知

混雑 入退画像

監視カメラ 空調設備

非常時のセキュリティ

堅牢なセキュリティサービス オープンなクラウドサービス

平常時のみまもり

非常事態

異常検知 ヘルスケア アプリ

新サービス

API連携コミュニケーション

ご高齢者

警備員

警備員

見守るご家族

共想パートナー

介護・ヘルスケア
事業者等

みまもりクラウド

データの
提供

ヘルスケアデータ
環境データ
活動記録
等

日々の
暮らしぶり

双方向
言語コミュニ
ケーション

バイタル情報
ヘルスケア
アドバイス

みまもり
安否確認

センシング

管制システム

カメラ・入退管理

警備システムの情報を活用した

アプリケーションの開発

共想パートナーとの連携による

外部サービスとのリンク

• 省人化・省力化のためのリモートマネジメントツール
• 複数拠点の状況を一元管理するポータルサービス

• 入退管理・ID管理サービス
• HRテックサービス（勤怠管理等）
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ご参考までに、日本会計基準による2028年3月期の目標を以下に記載します。

2023年3月期実績 2028年3月期目標

連結売上高 11,013億円 12,500億円以上

連結営業利益 1,367億円 1,600億円～1,800億円

配当性向 41.6％ 45％前後

ROE 8.4％ 10％

財務戦略と定量目標

財務戦略は、健全な財務体質を維持しつつ、株主還元の

強化を図り、配当性向は45%前後を目安としています。さら

に、資本コストを意識した成長投資の実施に努めると同時

に、ROEは10%を目標とし、その実現に向け、適切なタイミ

ングで自社株買いを実施していきます。

今後もセコムは、「セコムグループ2030年ビジョン」の実

現に向けたサービスの具現化をさらに加速させるべく、本

ロードマップでの取り組みを投資家の方々と共有し、建設的

で質の高い対話の機会を充実させ、2028年3月期に向けた

定量目標の達成と企業価値の向上に取り組んでいきます。

海外事業の強化 生産性向上

ステークホルダー重視

BPO・ICT事業の強化

2 4

5

3

市場拡大が見込まれる海外市場でのさらなる成長に向

け、セキュリティとメディカルの分野における既存ビジネス

の深耕とともに、未進出地域・新規分野における新たな事業

ポートフォリオの拡大を推進します。セコムブランドを世界

に浸透させオーガニック成長を加速するとともに、M&Aを

積極的に活用し、海外売上高比率10%をめざしていきます。

サービス提供基盤としてのデータセンターやネットワー

クの拡充に加え、円滑な事業運営を支える新たなSaaSソ

リューションや業務効率向上に寄与するBPOサービスを拡

充・開発します。セコムの情報セキュリティ技術や24時間

365日のオペレーション体制を中核に、お客様の事業運営を

デジタル面で支えるインフラ基盤を提供していきます。

最近の取り組み

  スマートフォンアプリを活用したインタラクティブなセキュリティ
システムの提供地域拡大 P37

  タイでの広告宣伝の本格展開 P37

  北米を中心にSaaS事業を展開する世界的なクラウドセキュ
リティ企業Eagle Eye Networks社およびBrivo社に出資（2023/5） 

P37

テクノロジーを活用した生産性の高い新たなサービスを

次々と展開することでサービス価値の最大化を図るととも

に、社員一人ひとりのポテンシャルを引き出し、業務効率を

高めることで生産性向上を推進します。

最近の取り組み

  業務の見直し
  組織・プロセスの見直し
  社内ITシステムの刷新

最近の取り組み

  アルテリア・ネットワークス（株）の株式取得
  首都圏2カ所にデータセンター新設を計画（2024～2025年に
開設予定） P45

セコムグループのサービス提供を支える人財の確保・育

成に継続投資し、多様性拡大、well-being向上、能力の向上

開花のための環境整備に取り組みます。また、これまでサス

テナビリティ体制の強化に取り組んできましたが、今後もす

べてのステークホルダーから信頼される存在であり続ける

ために、経営戦略とサステナビリティの一体化を加速してい

きます。

最近の取り組み

「カーボンゼロ2045」の策定（2021/5）、SBT認定の取得・RE100

 加盟（2021/7）P63～P64

  サステナビリティ基本方針の策定（2021/12）P28

  マテリアリティに沿ったKGI・KPIを設定（2022/10）P29～P31

  人権方針の策定（2022/10）

サービス提供基盤としての

データセンターやネットワーク
業務効率向上に寄与する

BPOサービス

基盤やサービスを「安全・安心」に守る

情報セキュリティ技術や24時間365日のオペレーション体制

•  東京・大阪での新設やエッジデータセン
ター事業の拡大

•  クラウドサービス利用をより快適にする相
互接続サービスの更なる展開

•  消費者の価値観・ニーズの変化、労働力人
口の減少、働き方の多様化等の外部環境の
変化に柔軟に対応したBPOサービス（コン
タクトセンターやバックオフィス業務）の拡
充・開発

円滑な事業運営を支える

SaaSソリューション
•  事業運営や事業継続をサポートする SaaS 

サービス（HRやBCP領域等）の拡充・開発
•  中小企業を対象に、HRテックサービスのハ
ブとなるプラットフォーマーを目指す

既進出地域
既存分野

既進出地域
新規分野

未進出地域
既存分野

未進出地域
新規分野

既進出地域 未進出地域

既
存
分
野

新
規
分
野

既存ビジネスの深耕
•  最新技術を活用したセキュリティサー
ビスを拡充

•  グローバルブランド確立
•  アジア・オセアニア等の事業基盤拡大
•  インドにおける病院事業を新設も含
め推進

未進出地域への展開
•  成長力の高い国への新規進出
• 他社との協業やM&A

新たな成長モデルの構築
•  新たな成長基盤を獲得するM&Aの
実行

•  セキュリティ関連SaaSやヘルステッ
クベンチャー等を中心に検討

新規事業分野への展開
•  新たなテクノロジーやソリューション
を活用し、サービスやシステムを進化

• 他社との協業やM&A
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